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アドビ システムズ （株）
141-0032　品川区大崎 1-11-2
ゲートシティ大崎イーストタワー 19F

アドビ システムズ、電子文書の新時代を切り拓く
Adobe Acrobat 8を発表

【2006年 9月 19日】
アドビ システムズ 株式会社（本社 :東京都品川区、代表取締役社長 :ギャレット イルグ
（Garrett J. Ilg）） は、 電 子 文 書 の 作 成、 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア「Adobe® Acrobat® 

8 Professional（アドビ アクロバット 8 プロフェッショナル）」（Windows® 版／
Macintosh®版）の日本語版、「Adobe Acrobat 8 Standard（アドビ アクロバット 8 ス
タンダード）」（Windows版）の日本語版の提供が 2006年 11月下旬から、アドビスト
ア（http://www.adobe.com/jp/store/）および全国のアドビ製品取り扱い企業を通じて
開始されると発表しました。アドビストアでは本日より予約受付を開始します。「Adobe 
Reader® 8（アドビ リーダー 8）」（Windows版 /Macintosh版）の日本語版の提供は
2006年 12月から、「Adobe Acrobat 3D Version 8（アドビ アクロバット 3D バージョ
ン 8）」（Windows版）の日本語版の提供は 2007年上半期から、「Adobe Acrobat® 8 
Elements®（アドビ アクロバット 8 エレメンツ）」（Windows版）の日本語版の提供は
2007年内を予定しています。

アドビストアでは、Adobe Acrobat 8 Professionalまたは Adobe Acrobat 8 Standardを
予約期間中にお申し込みいただき、ご購入いただいた方に、製品発売開始（11月下旬予定）
と同時に Adobe Acrobat ロゴ入りのポータブル HDD（80GB）をプレゼントいたします。
詳細は下記キャンペーンページをご参照ください。
http://www.adobe.com/jp/store/acro8/

Adobe Acrobat 8は、Adobe® PDF（Portable Document Format）、および全世界に広く
普及しているAdobe Readerを活用して、これまで以上に確実かつ安全な文書コミュニケー
ションとチームの共同作業から価値共創を可能とするソフトウェアです。アドビ システム
ズ社の電子文書に関する 10年を超えて蓄積されたノウハウや経験を活かし、Acrobat 8で
は、Adobe PDF文書を活用する豊富な機能が搭載され、さらにそれらの機能にスムーズ
なアクセスを可能とする新たな機能が加わりました。新機能の操作ガイドにより、初めて
Acrobatを使うユーザでも、Acrobatを使い慣れたユーザでも、使いたい機能をすぐに見
つけられるため、Acrobat 8の豊富な機能を十分に活用することができます。Adobe PDF
ファイルの結合、電子署名の付与、セキュリティ設定、Adobe PDFフォームによる情報
の配信や収集、共有レビューなど、頻繁に行なう作業をボタン 1つで開始することが可能
です。

鹿島建設株式会社 建築設計本部 品質技術統括グループ チーフ玉井 洋氏は、「鹿島では、
設計図書の承認フローに Acrobatと Adobe PDFを利用して、設計図書作成プロセスの効
率化を実現しようとしています。また、PDF化された承認済みの設計図書をそのままサー
バで保管して、社内でのスムーズな情報共有も計画しています。Acrobat 8では、建設業
界でよく使われる CADソフトウェアで作成された図面を、ソフトウェアを起動せずに内
容をプレビューして、他の図面とともに 1つの PDFとして束ねることができます。さら

Adobe PDFを活用して、これまで以上に確実かつ安全な
コミュニケーションとチームの価値共創を実現
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に注目しているのは、Acrobat 8は Professional版、Standard版ともに PDF/Aに対応し
ているので、標準的な電子文書（ISO 19005）として長期保存に耐えられ、建築にとって
重要な情報保管のベースとなると期待しております」と述べています。

株式会社日立製作所 電力グループ 日立事業所 原子力事業企画部 情報技術グループ 主任技
師 大政 良昭氏は、「日立・原子力事業部門では、技術文書・図面の PDF管理・WEB共有
を実施し、情報伝達に活用しつつ、企業間連携や電子レビュー機能を強化した PDFをベー
スとする文書管理システムを提供するサービスを展開しています。弊社は、事業所や企業
間で技術文書・図面をレビューすることが多いので、Acrobat 8の新しい共有レビュー機
能により、文書承認までの業務を容易かつ効率的に実現できることに期待しています。ま
た、Acrobat 8 Professionalの墨消し機能は、指定した情報を削除して情報の秘匿性を守
れるようになりますので、より強固なセキュリティ運用を行えると期待しています。今後、
これらの新機能により、弊社の文書管理システムもさらに多くの目的で、セキュアに利用
できることを期待しています」と述べています。

富士ゼロックス株式会社 常務執行役員 オフィスプロダクト事業本部長 坂本 保氏は、「富
士ゼロックスでは、世界で広く使われている電子文書フォーマット Adobe PDFおよび
その作成、活用ツールとしての Adobe Acrobatを高く評価し、これまでさまざまなアド
ビ社の製品と連携した電子文書ソリューションの提供を行ってきました。現在、日本企
業では個人情報保護法、e-文書法、J-SOX法の施行に伴い、「内部統制における文書管
理」の重要性が高まっています。このような中、当社 ApeosPortシリーズなどの製品と、
Adobe Acrobat 8が提供する高度なセキュリティ、迅速に電子文書を共有・管理できる機
能、Adobe LiveCycle ™ Policy Serverとの連携、膨大な数の Adobe Readerユーザが PDF
を活用できることなどにより、さらに多くの企業・官公庁で、文書管理課題の解消が進む
と期待しています」と述べています。

株式会社リコー 取締役 専務執行役員 我妻 一紀氏「リコーは、Adobe PDFと、弊社の文
書管理システム Ridoc Document Systemや新世代MFP imagio MPシリーズなどを組み
合わせたドキュメントソリューションを、官公庁、地方自治体、大手企業などを中心に提
供してまいりました。Acrobat 8では、セキュリティ機能の強化や操作性の更なる向上が
図られており、内部統制強化に向けた情報システムの整備や業務プロセスの効率化、生産
性の向上など、お客様の多様なニーズにさらに柔軟に対応したソリューションが提供でき
るものと期待しています」と述べています。

新しい Acrobat 8ファミリーを活用することで、製造、設計、エンジニアリング、建設・建
築、金融、IT、法務、マーケティング、出版など、さまざまな分野の専門家が自分の仕事に最
適なコミュニケーションやコラボレーションを実現することができます。製造業のエンジニ
アであれば、2Dのみならず 3D形式の製品設計図でも Adobe PDFに変換して、取引先と共有
することができます。金融アナリストは、財務諸表などの機密データをスムーズに収集して、
確実な情報の取扱いが可能になります。法曹関係者なら、Adobe PDFベースの契約書を回覧
して電子署名を付与させて原本の真正性を担保させることが可能です。建築家なら、完成予
想図や提案書をクライアントや請負業者と電子的なレビューや修正が可能です。クリエイティ
ブプロフェッショナルなら、制作者が意図した通りのオリジナルに忠実で、しかも高い信頼
性をもって効率的な印刷入稿が可能です（印刷入稿に利用するための Acrobat 8の特徴につい
ては Adobe Creative Suite 2.3のリリースを参照ください）。



3

新しい Acrobat 8ファミリーには、複数人で同時にレビューできる共有レビューや Adobe 
PDFの再利用、Adobe PDFフォーム、ファイルの結合機能など、多くの機能強化が施さ
れました。例えば、共有レビュー機能では、Adobe Acrobat 8 Professionalで権限を付与
すれば、Adobe Reader 8または Adobe Reader 7.0がインストールされ、共有ネットワー
クフォルダにアクセスができる人なら誰とでも PDFを利用した共同作業が行えるように
なりました。共有レビューに参加すると、他の参加者から寄せられたコメントの確認や、
レビュー状況の追跡、オフライン状態での作業が、作業の重複や無駄のない効率的な共同
作業が可能になり、PDF上でチームのアイディアを共有するなど価値共創を引き起こす機
能を提供します。Acrobat 8では、Adobe PDFをMicrosoft® Wordなどの主要なフォーマッ
トに書き出すことで、コンテンツの再利用が可能です。

Acrobat 8を利用することによって、企業内個人が PDFフォーム機能を十分に活用するこ
とができます。Acorbat 8の新機能であるフォームフィールドの自動認識機能によって、
Adobe PDF文書から自動的に情報の入力が可能な PDFフォームを生成することができま
す。また、フォームの配布とデータの収集や管理を簡単に行うウィザードも用意されていま
す。Acrobat 8 Professionalや Acrobat 3D Version 8であれば、Acrobatを持たない Adobe 
Reader 8または Adobe Reader 7.0ユーザでも電子署名を付与して、Adobe PDFファイルを
ローカルに保存できる権限を付与した PDFを作成することができます。また、PDFパッケー
ジ機能は、関連文書をまとめた Adobe PDFファイルを作成し、それを 1つの Adobe PDF
パッケージとしてまとめることが可能です。まとめられた PDF文書は柔軟性を高めるため
に個別に保存されるため、それぞれのファイル設定やセキュリティ設定は保たれます。また、
Acrobat 8 Professionalと Acrobat 3D Version 8には、Adobe PDF文書に含まれる情報を恒
久的に削除する墨消し機能も追加されました。墨消し機能は PDFのテキストや画像を削除
でき、また文書の検査機能でメタデータなどの削除を行うことも可能です。

アドビストア提供価格（送料別）
Adobe Acrobat 8 Professional 日本語版（Windows 版 /Macintosh 版）
■ 通常版     57,540 円（本体価格 54,800 円）
■ アップグレード版 ※ 1   21,735 円（本体価格 20,700 円）
■ アカデミック版   21,735 円（本体価格 20,700 円）

※ 1  アップグレード版の対象ユーザは、Acrobat 5.0、Acrobat 6.0 Professional、Acrobat 6.0 Standard、Acrobat 7.0 

Professional、Acrobat 7.0 Standard、Acrobat 8 Standard 日本語版の正規登録ユーザ

Adobe Acrobat 8 Standard 日本語版（Windows 版）
■ 通常版    36,540 円 （本体価格 34,800 円）
■ アップグレード版（A）※ 2   13,125 円 （本体価格 12,500 円）
■ アップグレード版（B）※ 3   31,290 円 （本体価格 29,800 円）
■ アカデミック版    13,125 円 （本体価格 12,500 円）

※ 2  アップグレード版（A）の対象ユーザは、Acrobat 5.0、Acrobat 6.0 Standard、Acrobat 7.0 Standard 
日本語版の正規登録ユーザ

※ 3  アップグレード版（B）の対象ユーザは、Acrobat 7.0 Elements、 Acrobat 8 Elements 日本語版の正規登録 

ユーザ

Adobe Acrobat 3D Version 8 日本語版（Windows 版）
■ 通常版     135,870 円  （本体価格  129,400 円）（予定）
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■ アップグレード版（A）※ 4     40,320 円  （本体価格     38,400 円）（予定）
■ アップグレード版（B）※ 5     74,445 円  （本体価格     70,900 円）（予定）
■ アカデミック版      40,320 円  （本体価格     38,400 円）（予定）

※ 4  アップグレード版（A）の対象ユーザは、Acrobat 3D 日本語版の正規登録ユーザ
※ 5  アップグレード版（B）の対象ユーザは、Acrobat 6.0 Professional、Acrobat 7.0 Professional、Acrobat 8 

　　　Professional 日本語版の正規登録ユーザ

Adobe Acrobat 8 Elements 日本語版（Windows 版）
未定

必要システム構成

Adobe Acrobat 8 Professional 日本語版
Windows版
・ インテル ® Pentium® III クラスのプロセッサ
・ Microsoft® Windows 2000 （Service Pack 4）、 Microsoft Windows XP （Service Pack 2） 

Professional、Home Edition、または Tablet PC Edition日本語版
・ Microsoft Internet Explorer 6.0
・ 256 MB以上の RAM （512MB以上を推奨）
・ 930 MB以上の空き容量のあるハードディスク、オプションのインストールファイル
キャッシュ（推奨） 用に、追加で 430MBの空き容量が必要 

・ 1,024 x 768以上の画面解像度 
・ CD-ROMドライブ
・ ユーザ認証用にインターネット接続環境、または電話回線 

Macintosh版 
・ PowerPC® G3, G4, G5 または インテルプロセッサ
・ Mac OS X v. 10.4.3
・ 256 MB以上の RAM （512MB以上を推奨）
・ 1000 MB以上の空き容量のあるハードディスク
・ 1,024 x 768以上の画面解像度
・ DVD-ROMドライブ

Adobe Acrobat 8 Standard 日本語版
Windows版
・ インテル Pentium III クラスのプロセッサ
・ Microsoft Windows 2000 （Service Pack 4）、 Microsoft Windows XP （Service Pack 2） 

Professional、Home Edition、または Tablet PC Edition日本語版
・ Microsoft Internet Explorer 6.0
・ 256 MB以上の RAM （512MB以上を推奨）
・ 670 MB以上の空き容量のあるハードディスク、オプションのインストールファイル
キャッシュ（推奨） 用に、追加で 270MBの空き容量が必要 

・ 1,024 x 768以上の画面解像度 
・ CD-ROMドライブ
・ ユーザ認証用にインターネット接続環境、または電話回線 
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Adobe Reader 8 日本語版
Windows版
・ インテル Pentium III クラスのプロセッサ
・ Microsoft Windows 2000 （Service Pack 4）、Microsoft Windows XP （Service Pack 2） 

Professional、Home Edition、または Tablet PC Edition日本語版
・ Microsoft Internet Explorer 6.0
・ 128 MB以上の RAM （256 MB以上を推奨）
・ 180 MB 以上の空き容量のあるハードディスク
・ 800 x 600 以上の画面解像度 （1,024 x 768 以上を推奨）

Macintosh版
・ PowerPC G3, G4, G5またはインテルプロセッサ
・ Mac OS X v. 10.4.3
・ 128 MB以上の RAM （256 MB以上を推奨）
・ 200 MB 以上の空き容量のあるハードディスク
・ 800 x 600以上の画面解像度 （1,024 x 768以上を推奨）

製品の詳細については以下のWeb サイトをご参照ください。

Adobe Acrobat 8ファミリー
http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/index.html

アドビ システムズ社について
アドビ システムズ社は、時間や場所、利用するメディアや機器を問わず、あらゆるユーザ
のアイデアや情報との関わり方に変革をもたらしています。アドビ システムズ 株式会社は
その日本法人です。同社に関する詳細な情報は、Web サイト http://www.adobe.com/jpに
掲載されています。

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/index.html
http://www.adobe.com/jp

